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実
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序

　

続
群
書
類
従
に

収
め

ら

れ

た
、

実
睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』

（

上
・

中
巻

、

以
下、

続
従
本
と

略
）

は
、

『

今

昔
物
語

集
』

巻
十
七

の

地

蔵

説

話（
−）

の

出
典
と

さ
れ

な
が

ら
も、

曽
我
兄

弟
の

話
（

中

巻

第
十
四

話
）

が

あ

る
こ

と

か

ら
、

大

正

時
代
以

来
、

様
々

な
論
究
が

あ
っ

た
。

真
鍋
広

済
等
の

尽

力

も
あ

り
、

一

九

六

〇
年
代

以
降

、

続
従

本
を
、

実
睿
原
撰
本
を
あ
る

程
度
忠

実
に

継
承
し

た

テ

キ
ス

ト

と

す
る

「

通

説」

が

定
着
し

て

き

た
。

が
、

近

年、

高

達
奈
緒
美
に

よ
っ

て
、

続

従
本
は
一

六

八

四

年
刊
行
『

三

国
因

縁
地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』

（

古
典
文

庫
所
収
）

を
基
と
し

て

い

た

こ

と

が

判
明
し

た
。

即
ち

、

続

従
本
の

史
料
価

値
を

高
く
評
価
し

た
「

通

説
」

は
、

高
達
説
に

よ

っ

て

再
考

を

余
儀
な
く
さ
れ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

本
稿
は、

「

通
説
」

を
高
達
の

新
見
解
か

ら

見

直
し

た
上

で
、

実
睿

編
『

地
蔵
菩
薩
霊

験
記
』

を
再

考

す
る

こ

と

を

主

眼

と

す
る

。

　

　
実
睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』

再
考
（

清
水
邦

彦
）

1
．

本
論
の

前
に

　
続
従

本
の

問

題
を

複
雑

化
さ
せ

て

い

る
一

因
と
し

て
、

”

地

蔵

菩

薩
霊

験
記
”

と
い

う

名

称
が

普
通
名
詞
に

す

ぎ
ず、

多
種
の

”

霊

験

記
”

が

存
在
す
る

こ

と

が

挙
げ

ら

れ
る

。

（

1
）

十
四

巻
本

　
ま

ず

著
名
な
も
の

と

し

て
、

古
典
文
庫

所
収
『

三

国
因

縁
地

蔵
菩

薩
霊
験
記
』

（

全
十

四

巻
、

以

下
十
四

巻
本
と

略
）

が

挙
げ
ら

れ

る
。

巻
一

〜
三

が

実
睿
編（
3

、

巻
四

以

降
が

良
観
続

編、

と
さ
れ

て
い

る
。

巻
一

・

二

が
、

続
従
本
上
・

中
巻
と

同
一

で

あ

り
、

ま
た

、

巻
三

ま

で

実

睿
編
と

さ
れ

て

い

る
こ

と
か

ら
、

両

書
の

関
係
が

こ

れ

ま
で

取

り

沙
汰
さ
れ
て

き
た
（

後
述）

。

　
「

良

観
」

に
つ

い

て

は
、

『

沙
石

集
』

と
の

類

似
性

か

ら
、

「

良
観

房
忍
性
」

と

す
る

説
も

あ
っ

た
（
邑

。

し

か

し
、

『

延

命
地

蔵
菩
薩
経
和
談
鈔
』

（
一

六

八

七

年

成
立
）

に

「

三

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
四

九
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井
寺
の

実

睿
。

霊

験
記
を
あ

ら
は

し
。

お

な

じ

く
良
観

。

こ

れ

を
続

編

す
。

」

（
4）

と

あ

り
、

『

地

蔵

菩
薩
利
生

記
』

（
一

六

八

八

年

成
立
）

に
、

「

三

井
寺

実

睿
の

集
と

こ

ろ
。

同
良

観
の

続
編
せ

る

地
蔵

菩
薩

霊

験
記
」

言
v

と

あ
る

ゆ
え

、

「

良
観
」

は
、

三

井
寺

の

僧
で

あ

り
、

忍
性
と
は

別

人
で

あ
っ

た

と

す
べ

き

で

あ
る

。

　
「

良
観
」

の

生

没
年
の

手
が

か

り
は

、

『

岩

船
山
地

蔵
菩
薩
縁
起
』

（

一

七

四

四

年
成
立
）

に
、

「

右
の

御

縁
起
は

往
古
よ

り
当

山
に

伝
有

て

天

和
年
中
江

州

三

井
寺

沙
門
良
観
僧
都
の

続
編
せ

る
地

蔵
霊

験
記

第
九

巻
に

も
あ
ら

ま

し

是
を

記
せ

り
」
（
6）

と

あ
る

の

み
で

あ

る
。

し

か

し
、

十

四

巻
本
に

は、

江

戸

時
代
の

表
記
が

見
ら

れ（
7）
、

内

容
面

で

も

江
戸

時

代
的
要

素

亘

が
あ

る

た
め

、

良

観
は

、

江

戸
前

期
の

僧
で

あ
っ

た

と
考
え

ら

れ

る
（
9）
。

　

数
箇
所
の

版．
兀

か

ら

出
版
さ
れ
て

い

た

こ

と
が

確
認
さ

れ

る

の

で
、

「

仏
書
中
で

の

ベ

ス

ト
セ

ラ

ー

に

属

す
る

も
の
」

（
理

と

言
え
る

。

（

2
）

十
三

巻
本

　

十
四

巻
本
の

続
編
者
「

良
観
」

が

三

井
寺
の

僧
で

あ

る

と

す

れ

ば
、

別
の

テ

キ
ス

ト
の

問
題
が

生

じ

て

く
る

。

即
ち

、

良

弁
続

編
十
三

巻

本
『

地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』

の

存
在
で

あ

る
。

　
『

広

益

書

籍
目

録
大
全
』

に

は
、

「

〈

十
三
〉

地

蔵
霊

験

記
〈
一．
一

井

実
栄

　
元
興
良
弁
〉

」

亘

と

あ

り
、

『

密
宗
書

籍
目

録
』

に

は

「

地

蔵

霊

験
記
〈
．

二

井
寺

　
実

栄
　
元

興
寺
　
良
弁
〉

撰
十
三
」

（
撃

と

あ
る

。

こ

の

こ

と

に
つ

い

て
、

真
鍋
は
、

”

十．
二

（

巻
）

”

は

”

十

四

（

巻
）

”

の

誤

り

で

あ

る

可
能
性
を
示

唆
し

て

い

る

§
。

こ

れ
は

、

名
前
の

類

五

〇

似
だ

け
の

み
な

ら

ず
、

『

地

蔵

菩
薩
利
生
記
』

に
、

「

三

井
寺
実
睿
の

集
と

こ

ろ
。

同
良
観
の

続
編
せ

る
地

蔵
菩
薩
霊
験
記

。

合
せ

て
。

十

二

巻
」

（
14）

と

あ

る

こ

と

に

よ

る
。

　
し

か

し
、

良
観
が

三

井
寺
の

僧
で

あ
っ

た

と

す
れ

ば
、
”

元

興
寺
の

良
弁
”

（
珍

は

別
人
で

あ
ろ
う

。

と
す
る

と
、

良
弁
続
編
十
三

巻
本
は

十
四

巻

本
と

は

別

の

テ

キ
ス

ト

で

あ

る

と
す
る

解
釈
が

浮
上

す
る

。

（

3
）

十
二

巻
本

　
こ

れ

と

は

別
に

、

真
鍋
に

よ
っ

て
、

十
二

巻
本
の

存
在
も
示

唆
さ

れ

て

い

る（
珍
。

論
拠

は
、

柳
枝
軒
発

行
十
四

巻
本
付
録
の

経
書
目

録

の

中

に
、

「

地
蔵
霊
験
記

　
十，

こ

と

あ
る
こ

と

で

あ

る
。

　
十
二

巻
本
の

存
在
を

示

す

史
料
は

こ

れ
だ
け

で

は

な
い

。

『

秘
密

安
心

往
生

要
集
』

下

巻
「

三

井
寺
の

上

座
実

叡
と

申
す
は
、

（

略）

深

く

地

蔵

菩
薩
を

信
じ

て
。

霊

験

記
三

巻
を
記
録
せ

ら

る
。

次
に

良
観

阿
閣

梨
続
編
十
→

巻
あ
り
」

の

割
注

に
、

「

予
が

所
持
の

本
は

第
一

巻

は

唐
の

常
謹
の

集
な
り

十
二

巻
あ

り

大
同
小
異
な
り

」

（
9

と
あ
る

。

こ

の

文
の

解
釈
は

、

複
数
あ

ろ

う
が
、

常
謹
集
（

11
梅
津
次
郎
発

見

『

地
蔵
菩

薩
応
験
記
』

垂
）

全
一

巻

＋

良
観
続
編
十
一

巻
11
計
十
二

巻
、

と

い

う

解
釈
も
考
え
ら

れ
る

。

ま

た
、

『

寛
永
寺
及
び

子

院
所
蔵

文
化
財
総
合

調
査
報

告
（

上
）
』

所
収
「

東
叡
山

本
坊
文

庫
惣
目
録
」

に

「

地

蔵
記

　
全
十
二

巻
」

（
珍

と

あ

る

こ

と

も
検
討
す
べ

き
で

あ
ろ

．
つ

。

　
以
上

見
て

き
た
と
お
り、

江

戸

時

代
に

は
、

十
四

巻
本
と
は

内
容

を
異
に

す
る

、

十
三

巻

本
・

十
二

巻

本
が

存
在
し

て

い

た

可

能
性
が

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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あ
る
の

で

あ

る
。

（
4

）

星

野
俊
英
所
蔵
本

　
星

野
俊
英
が

所
蔵
し

て

い

た

も
の

で
、

「

巻
之
五
〈

人

間
〉
」

の

み

存
在
す
る。

も
と
は

、

地
獄
・

餓
鬼
・

修
羅
・

人

間
・

天

道
の

六

巻

本
で

あ
っ

た

と
考
え

ら
れ
て

い

る
。

現

存
す

る

も
の

を
見

る

限

り
、

続
従

本
と

は

無

関
係
で

あ

る
。

（

十
四

巻

本
と
は
土ハ

通

す
る

説
話
が

あ

る
。

）

文

化
・

文

政
以
後
の

成
立
と

考
え

ら

れ
て

い

る
凸
20∀

。

（

5
）

任
鑁
編
本

　

坂
井
衡
平
『

今
昔
物
語

集
の

新
研
究
』

（

一

九
二

三

年
　
誠
之

堂

書

店）

に

は、

以

下
の

よ

う

に

あ
る

。

　
　

此
頃
又

地
蔵

菩
薩
霊

験
記

（

巻
四
・

五
・

六
）

と

云
へ

る

物
あ

　
　

り
。

高
野

山

宝
亀

院
任
鑁
の

永
正

九

年
（

二
一

七

二

年
−
引
用

　
　

者
註
”

皇

紀
）

に

記
せ
し

も
の

に

し

て
、

続
群
書
類
従
の

同
本

　
　

と
は

稍
似
た

れ

ど

も
別

系
の

作
な

り
。

永
観
の

話、

嘉

元
に

失

　
　
せ

し

忍

性
の

物
語
な
ど

見
ゆ

。

此

中
巻

四

の

み

は

良

観
に

就
い

　
　
て
一

巻
の

小

説
的
記
事
を

綴
り

て

文

学
的
な
り

。

一

に

吾
妻
鏡

　
　

と
呼
べ

り
。

巻
五

と

六

と

は

之

に

反
し

て

二

三

十
宛
の

話
譚
を

　
　

片
仮

名
交
り
、

事
書
体
に

記
し
、

文

体
稍
今
昔
に

似
た

る

所
あ

　
　

り
。

懸
詞
な

ど

の

修
辞
法
も
見
え

た

り
。

一

帯
に

奥
州
話
多
し

。

　
　

前

期
に

出
で

し

実
叡
の

地

蔵
霊

験
記
に

次
げ
る

も
の

な

ら
ん

。

　
　
（

六

五

七

頁
）

や
や

意
味
の

通
り

に

く
い

文
章
で

は

あ

る
が

、

実
睿
編
『

霊

験
記
』

の

続
編
的
な

任
鑁
編
『

地
蔵
菩
薩
霊

験
記
』

の

存
在
を
示

唆
し

て
い

実

睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊

験

記
』

再

考
（

清
水
邦
彦
）

る
。

任
鑁
編
本
に
つ

い

て

は
、

『

国
史
文
献

解
説
』

等
幾
つ

か

の

辞
典

に

も
言
及

が

あ
る

が
、

坂
井
の

記

述
を

超
え

る

も
の

は

無
い

。

（
6

）

因

鳳
編
本

　
『

地

蔵
菩
薩
利
生

記
』

巻
五

第
一

話
末
に

は

以

下
の

よ

う
に

あ
る

。

　
　
予
こ

の

記
を
か

き
つ

づ

る

事
。

巳

に

数
巻
に

お

よ

び

し

こ

ろ
。

　
　
あ
る

人
一

冊
の

古
書
を

携
来

て
。

予

に

示
。

欣
然
と

し

て

こ

れ

　
　
を

見
る

に
。

題
し

て

地

蔵

菩

薩
霊

験
記
と

あ

り
。

も
し

世
間
流

　
　
布
の

本
か

と

見
れ
ば

。

さ

に

は

あ

ら

ず
。

又
全

書
か

と

お

も
へ

　
　
ば

。

抜
書
と

あ
り

。

凡

霊

験
の

数
三

十
五

件
。

紙
数
七

十
二

葉
。

　
　
片

仮
名
に

し

て

約
に
書

。

首

に

は
六

地

蔵
の

名
品

種
子

等
を

記

　
　
し

。

終
に

書
し

て

い

は

く

維

時
明

応

拾
載
辛
酉

。

仲
春
日

。

為

　
　
後
人
之
一

覧
因
鳳
書
之

（

略
）

又

そ
の

因
鳳
と

い

ひ

し

は
。

い

　
　
か

な
る

僧
と

い

ふ

事
を

し

ら

ず
。

書
中
の

や
う
す

。

真
言

宗
と

　
　
見
え

た

り
。

（

略
）

こ

の

霊

験

と
。

次
に

の

す
る
一

条
は

。

流
布

　
　
の

霊

験

記

に

見

え

ざ

れ

ば
。

こ

こ

に

こ

れ

を

の

す

る

耳
。

　
　
（

略）
（
巴

残
念
な
が

ら、

こ

の

テ

キ
ス

ト
の

所
在
は

不
明
で

あ
る

。

（

7
）

古
浄
瑠
璃

　
若
月
保
治
『

古

浄
瑠

璃
の

研
究
』

第
四

巻
に

よ

る
と

、

”

地

蔵
菩
薩

霊
験
記
”

な
る

古
浄
瑠
璃
の
一

本
が

存
在
す
る（
咢

。

御
家
騒

動
に

地

蔵
の

霊
験
を
絡
め

た

も
の

で

あ

り
、

本

校
で

取
り

上

げ
る

”

霊
験
記
”

と
は

無

関
係
で

あ
ろ

う
。

全

五

段
か

ら

成
る

ゆ
え
、

『

種
彦

古
浄
瑠

璃
本
目

録
』

に

「

地
蔵
霊
験
記

　
五

段
」

（
釜

と
あ
る

も
の

と

同

本
と

五
一
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考
え

ら

れ

る
。

（

8
）

玉

川

大

学
図
書
館
所
蔵
本

　
玉

川

大

学
玉

川

図
書
館
に

は
、

阿
波
国
立

江
村
地

蔵
院
立

江
寺
が

編
集
し

た

『

地

蔵
菩
薩
霊

験
記
』

が

存
在

す
る

。

同

寺
の

地

蔵
像
の

霊

験
を

記

し

た

も
の

で

あ
る

。

成
立

年
代
は

不
明
だ

が
、

天

保
（

一

八
三

〇

〜

四

四
）

年
間
の

話
が

数
話

あ

り
、

そ
れ
以

降
の

成
立

と

考

え

ら

れ

る
。

（
9

）

長
崎
県
立

長

崎
図

書

館
所
蔵

本

　
長

崎
県
立

長
崎
図

書
館
の

HP

に

よ

る

と
、

「

地

蔵
霊

験
記
二

巻

恵
達
」

と
す
る

写

本
が

郷
土

課

に

所

蔵

さ
れ
て

い

る
。

残

念
な

が

ら
、

筆
者
未
見

。

　
以
上

の

如
く、

”

地
蔵

菩
薩
霊

験
記
”

と
称
さ
れ

る

テ

キ
ス

ト

は

多

種
に

存
在
す
る

。

こ

の

こ

と

は
、

木

稿
の

考

察
の

障

害
と

な
る
一

方

で
、

ヒ

ン

ト

を

与
え

て

く
れ
る
こ

と

に

も
な
る

。

2
．

通
説
の

確
認

　
試

み
に
、

今
井

淑

夫
編
『

日

本
仏
教
史

辞
典
』

（

一

九

九

九

年

　
吉

川

弘
文

館
）

を

引
用

す

る
。

　
　
地

蔵
菩
薩
霊

験
記

（
一
）

地

蔵
菩
薩
の

霊

験
説
話
集

。

上

巻
に

　
　
九

話
。

中

巻
に

十
六

話

を

お

さ

め
、

下
巻

を

欠

く
。

巻

首
に

　
　

コ
ニ

井
寺
上

座
実

睿
編
集
」

と

あ
る

。

（

略
）

実
睿
原
撰
は

漢
文

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

五

二

　

　
上
・

ド
巻
二

十
四

話

で

あ
っ

た
が

、

室
町

時
代
初
期
に

中
巻

第

　

　
十
四

話
（

曽
我
兄

弟
の

霊

出
現
の

話
）

を

増
補、

そ
の

他
に

も

　

　
加

筆
し

て

和
訳
し

た

も
の

が

現

存
本
で

あ

る
。

（

略
）

刊

本
と
し

　

　
て
、

『

続
群
書
類
従
』

釈
家
部

所
収

。

ほ
か

に、

こ

の

上
巻
を

巻

　

　
一
、

中
巻
を
巻
二

、

下

巻
（

補
筆
）

を
巻
三

と

し

て

以

上
は

実

　

　
睿
撰

、

巻
四

以
下

巻
皿

四

ま

で

は

室
町

時
代
末
期
良

観
撰
と
し

　

　
た

同
名
の

書
（

貞
亨
元

年
（

ニ
ハ

八

四
）

刊
）

が

あ
り

、

『

古
典

　

　
文

庫
』

（

略
）

に

影

印
・

解
説

を

収
め

る
。

（

略
）

（

永

井
義

憲

　

　
筆）

原
撰
本
を

「

上
・

下

巻
」

と

し

た

こ

と、

良
観
を

室

町

末
期
の

人

と

し

た

こ

と
、

の

2
点

は
問

題
だ
が
、

真
鍋（
裂

等
の

先
行
研

究
を

踏

ま

え

た

記
述
で

あ
る

。

要
点
は
、

以
下
の

4
点

で

あ

る
。

1
．

実

睿
原
撰
本
は
二

巻
全
二

四

話
・

漢
文
体
と

考
え

ら

れ

て

い

る

　

　
こ

と

2
．

後

に
、

説
話
の

増
補
・

加

筆
・

書
き
下
し

と
い

っ

た

改
編
が

な

　

　
さ
れ

た
の

が
、

現
存
本
H
続
従
本
で

あ

る
こ

と

3
．

十

四

巻
本
の

巻
一

・

二

は

続
従
本
の

上
・

中

巻
を

取
り

入

れ
た

　

　
も
の

で

あ
る

こ

と

4
．

十

四

巻
本
の

巻
三

は
、

補
筆
で

あ

る

こ

と

　

な
お

、

試
み
に

通
説
を
図
式

化
す
る

と
、

以

下
の

よ

う
に

な
る

。
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実
睿
原
撰
本

漢
文
体
・

散
逸

二

巻
全
二

四

話

一
現
存
本

和
文
体

11
続
従
本

　

ち
な
み
に

原
撰
本
の

成
立

時

期
は

、

て

き
た

。

河
出
書
房
『

口

本
歴
史
大

辞
典
』

確
を
欠
く
が
、

ら
れ
る
」

と
あ
る

。

ノ

御
宇

長一
兀

六

年
ノ

比
。

ヲ

見
奉
リ

。

（

略）

実

睿
修
理

彩
色
シ

テ
。

リ

訖
ヌ

。

」

と

あ

る

こ

と

に

よ

る
。

験
談
で

あ
る

か

ら
こ

そ
、

　

　
二

巻
全
二

五

話

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

十
四

巻

本
巻
一

・

二

　

　
『

今
昔
』

巻
十
七

　
　

　
　

＊

巻
三

は

補
筆

　

　
　
　

　
　
　

　
　
十
一

世
紀
前
半
と

考
え

ら

れ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
に

は

「

製
作
年
代

は

明

ほ

ぼ
一

〇
三

三

（

長
元
六
）

年
ご

ろ
の

成
立

と

考
え

　

　
こ

れ

は
、

上

巻
第
一

話
の

冒
頭
に

「

後
一

条
院

　

　
　
　
金
堂
ノ

中
二

於

テ

破
壊
シ

タ
ル

古
キ

地

蔵

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
別
院
正

法

寺
二

安
置
シ

奉

　

　
　
　

　
　
　

上

巻
第
一

話

は
、

編
者
実
睿
の

体

　

　
　
　

冒
頭
に

配
置
さ

れ
た

と

考
え

ら

れ
て

き
た

。

3
．

高
達
説

　
こ

う
し

た

通

説
に

対
し

て
、

高
達
は

、

続
従
本
の

底
本
（

書
陵
部

本
）

を
吟
味
し
、

続
従
本
上

・

中
巻
は

、

十
四

巻
本
巻
一

．

二

（

も

し

く
は
こ

れ
に

忠
実
な
写
本
）

を
基
に

し

て

い

る
こ

と

を
明
ら
か

に

し

た（
些

。

そ
の

主
な
論
拠
を
以

下
、

挙
げ
る

。

　
ま

ず
、

上

巻

第
二

話
「

儉
田
」

の

箇
所
が
、

底
本

で

は
、

「

儉
由

」

を

朱
書

き
で

「

田
」

に

直

さ

れ

て

い

る
。

（

当

然、

「

田
」

が

正

し

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

ケ

ン

デ

ノ

い
。

）

十
四

巻

本
を

参
照
す
る

と
、

「

儉
田

」

と

あ

る

が
、

合
符
の

た

実
睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊

験
記
』

再
考
（

清
水
邦
彦
）

め
、

「

田
」

が
「

由
」

に

近
い

形
に

な
っ

て

い

る
。

十
四

巻

本
か

ら

底

本
へ

筆
写
の

際
、

字
形
か

ら

「

由
」

と

さ

れ、

活
字
化
の

際
に

直
さ

れ
た

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

　
第
二

に
、

中
巻

第
三

話
「

開
口

波
炎
丶

吐
」

と

な
っ

て
い

る

が

意

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ホ
ノ

ヲ

味
が

通
ら

な
い

。

（

底
本
も

同

じ
。

）

十
四

巻

本
を

見
る

と
、

「

炎
丶

」

と

な
っ

て

お

り
、

「

ヲ
」

の

重
複
で

あ

れ
ば
、

意
味
が

通

る

（

11
「

口

を
開
き、

波
に

炎
を

吐

く
」

）

。

十
四

巻
本
か

ら

底
本
へ

筆
写
の

際
、

送
り
仮
名
を

省
略
し

た

た

め
、

誤
り
が

生
じ

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

　
第
三

に
、

巻
中

第
十
六

話

で
、

「

墓
」

と

な
っ

て

い

る

箇
所
が
、

十

　
　
　

　
　
　
ン

カ

四

巻
本
で

は
、

「

基
」

と

な
っ

て

い

る
。

（

文

意
は

「

墓
」

で

も

「

つ

か
」

で

も

通
る
が

、

「

基
」

で

は

通
ら
な
い

。

）

底
本
を

見
る

と、
「

基
」

と

あ
る

。

恐
ら

く、

活
字
化
の

際
に

文

意
を
鑑
み、

「

墓
」

と

訂

正

さ

れ

た
の

で

あ

ろ

う
。

　
そ
の

他
、

底
本
と
十
四

巻
本
と
の

問
の
一

致

箇
所
が

多
数
指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　
ち
な
み

に
、

底
本
で

は
、

「

巻

第
一
」

を
朱
書
き
に

よ

り
「

上
」

に

訂
正

し

た

跡
、

並
び

に
、

「

巻
（

第
）

」

を

朱
書
き

に

よ

り
「

中
」

に

訂
正

し

た

跡
が

あ
る（
響
。

　
そ

こ

か

ら

高
達
は

、

続
従
本
幻
の

下

巻
は
、

十
四

巻
本
の

巻
三

が

当
て

ら

れ
る

予

定
で

あ
っ

た

が
、

編
集
の

過

程

で

紛
失
し

た、

と

考

え

た
。

『

伊
呂
波

分
書
目

』

（

慶
応
年
間
に

成
立

か

？
）

に
は

「

地

蔵

霊
験
記
　
同
　
七

百

十
八

上

／
中
／
下
」

と

あ

る

に

対
し

、

『

続
群
書

類
従
目

録
』

で

は

「

巻

弟
七

百

十
八

／
地

蔵
霊

験
記
／
上

中
下
」

と

五

三
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い

う
記
述

に、

朱
書
で

「

零

本
　
下

闕
」

と

な
っ

て

い

る
。

『

続
群
書

類
従
目
録
』

朱
書
の

下

限

は
一

八
七

六

年
で

あ
る

故、

一

時
期
は

下

巻
が

存
在
し

た

と
考
え
ら

れ

る

の

で

あ
る〔
ぎ
。

即
ち
、

十
四
巻

本
巻

三

は
、

続
従
本
の

補

筆
で

は

な

く、

続
従
本

編
纂
の

過
程
で

巻

三

が

欠
落
し

た
の

で

あ
る

。

　

確
か

に
、

底
本
と
十
四

巻
本
と
は
一

致
し

て
い

る

箇
所
が

多
く
、

巻
名
の

問

題
を

含
め
、

高
達
の

新
説
は

傾
聴
す
べ

き

で

あ
ろ
う

。

　
な
お
、

念
の

た

め
、

高
達
説
を

図
式

化
す
る

と
、

以
下
の

よ

う

に

な

る
。

　

十
四

巻

本
内

包
三

巻
本
↓
書
陵
部
本
11

続
従
本

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

＊

巻
三

（
11
下

巻
）

欠

落

　
．

4

通

説
を
ど

う
訂
正

す
べ

き
か

　
そ

れ
で

は
、

こ

れ

ま

で

続
従
本
に

依
拠

し

て

き
た

、

実

睿
編
『

地

蔵

菩
薩
霊
験
記
』

の

史
料
価
値
を

ど

う
解
釈
す
べ

き
で
あ

ろ

う
か

。

と
い

う
の

も
先
の

図

式
か

ら

も
分
か

る

通

り
、

高
達
は

原

撰
本
の

問

題
に

は
、

言
及

し

て

い

な
い

か

ら
で

あ
る

。

そ

こ

で
、

高
達
説
を
踏

ま
え

て

原

撰
本
に
つ

い

て

私
な

り
に

再

考
を

試

み
た
い

。

（

1
）

三

巻
本
の

成
立

　
実
睿
編
『

地
蔵
菩

薩
霊

験
記
』

が

確
認

で

き
る

最
も
古
い

史
料
は
、

『

覚
禅
抄
』

（

鎌
倉

中
期
頃
成
立
）

で

あ
る

。

　
　
地

蔵
験
記
云

〈

実

睿
撰
　
惟
高
夢
〉

　一

人
持

香
呂

。

　一

人
合
掌

五

四

　
　

相
。

一

人

持
宝

珠
。

一

人
持
錫

杖
。

一

人

持
花
菖

。

一

人

持
念

　
　

珠
。

其
中
香
呂
珠

。

云

々
。

（

『

大
日

本
仏
教
全
書
』

第
五

五

巻

　
　

四

三

頁
下
段
）

こ

こ

か

ら

実
睿
原
撰
本
の

成
立

は
、

少
な
く
と

も

鎌
倉
中
期
ま

で

遡

る

こ

と

が

で

き
る
。

ま

た
、

こ

の

記
述
は、

十

四

巻
本
巻
二

第
十
二

話
に

類
似
箇
所
が

あ

る
。

　
　

手
二

執
錫

杖
玉

フ

モ

ア

リ、

或
ハ

香
炉
ヲ

持
シ
、

一

ハ

取
念
珠

　
　

テ

合
掌
シ
、

宝
珠
ヲ

持
シ

玉

フ

モ

ア

リ
キ

。

何
様、

六

人
ノ

御

　
　
ア

リ

サ
マ

別
ニ

コ

ソ

見
ヘ

ケ
ル

。

若
ハ

宝

幡
ヲ

持
シ
、

一

人
ハ

　
　

梵

篋
ヲ

持
シ

給
モ

有
リ

。

　

次
に

史

料
で

確
認

で

き

る
の

は
、

観
智
院
本
『

地
蔵
菩
薩
霊

験
絵

詞
』

（

十
五

世
紀
後
半
成
立
）

で

あ
る

。

　
　
三

井
実

睿
地

蔵

霊
験
記
二

巻
〈
二

十
ケ
四

条〉

（

真
鍋
広
済
・

梅

　
　

津
次
郎
編
『

地

蔵
霊
験

絵
詞

集
』

四

四

頁）

先
行

研
究
で

は
、

こ

の

記

述（
翆

と
、

続
従
本
二

巻
全
二

五

話
と
の

調
整
が

計
ら
れ

、

そ
の

結
果

、

続
従

本
か

ら
曽
我
兄
弟
の

話
（

中
巻

第
十
四

話
）

を
除
け
ば

、

巻

数
・

話

数
が
一

致
す
る
、

と
い

う
結
論

と

な
っ

た
。

　
し

か

し
、

高
達
に

従
え
ば

、

続
従

本
が
二

巻
全
二

五

話
な
の

は
、

三

巻

目
が

紛
失
し

て

い

る
か

ら

に

過

ぎ
な
い

。

我
々

が
、

こ

の

記
述

か

ら

確
認
で

き
る
の

は
、

室

町

期
に

お
い

て
、

二

巻
全
二

四

話
の

実

睿
編
『

霊

験
記
』

が

存
在
し

た

こ

と
の

み

で

あ

る
。

　
そ

れ

で

は
、

十
四

巻
本
に

内

包

さ
れ

る

三

巻

本
『

霊

験
記
』

は

何
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時

頃
成
立

し

た
の

だ

ろ

う
か
？

。

こ

の

問
題
の

手
が

か

り
と

な

る
の

は
、

前
述

の

坂

井
の

記
述

で

あ

る
。

以
下、

関
連
箇
所
を
再
録
す
る

。

　
　

此
頃
又

地

蔵
菩
薩
霊

験
記
（

巻
四
・

五
・

六
）

と

云
へ

る

物
あ

　
　

り
。

高
野

山
宝

亀
院
任
鑁
の

永
正

九

年
（
二
一

七
二

年
）

に

記

　
　
せ

し

も
の

に

し

て
、

（

略
）

前
期
に

出
で

し

実
叡
の

地
蔵
霊

験
記

　
　

に

次
げ
る

も
の

な
ら

ん
。

実
睿

編
の

後
編
た

る

任
鑁
編
『

霊
験
記
』

が
、

「

巻
四
・

五
．

六
」

で

あ
る
と

す
れ
ば
、

そ
の

頃
（

皇
紀
二
一

七

二

年
11
西

暦
一

五
一

二

年）

に

於
て

、

実
睿
編
『

霊
験
記
』

は
三

巻

本
で

あ
っ

た

と

解
釈
で

き
よ

う（
29）
。

　
こ

の

解
釈
は
、

故
な
き
も
の

で

は

な
い

。

先
行
研

究
で

、

所
謂

”

現

存
本
”

（

目

続
従
本
）

↓

十
四

巻
本
、

と
い

う
流
れ
が

疑
わ

れ

て

こ

な

か
っ

た
の

は
、

続
従
本
に

は
、

室
町

時
代
の

用
法
が

散
在
す
る
か

ら

で

あ
る（
30∀

。

ち
な
み

に
、

続
従

本

の

中
で

、

最
も
新
し

い

年
号
は
、

巻

中
第
十
話
の

、

文

和

（
一

三

五
二

〜
五

六
）

で

あ

る
。

ま

た
、

十

四

巻

本
巻
三

に

も
、

江
戸

時

代
の

年
号

・

語

彙
は

見

ら
れ
な
い

。

　

従
っ

て
、

実
睿
編
（

と

称
さ

れ
る）

三

巻

本
は

、

｝

五
一

二

年
頃

に

は

成
立

し
て

お
り
、

こ

れ
に

続
く
形
で

、

任
鑁
続

編
・

良
観
続
編

の

『

霊
験

記
』

が

作
ら

れ
た
、

と
考
え
ら
れ

る
の

で

あ
る

。

こ

れ
と

は

別
に

、

良
弁
続
編
が

存
在
し

て

い

た
可

能
性
も
あ

る

（

前
述
）

。

　

な
お

、

十
四

巻
本
に

内
包
さ
れ
る

現
存
三

巻
本
は

和

文

体
で

あ
り

、

室

町

時
代
の

用
法
が

散
在
す
る

（

前
述
）

。

従
っ

て
、

三

巻

本
は

も
と

よ

り

和
文

体
で

あ
っ

た
と
想
定
さ
れ

る
。

実
睿

編
『

地

蔵
菩
薩
霊

験
記
』

再
考
（

清
水
邦
彦
）

　

ま
た

、

先
行
研
究
で

は
、

原
二

巻
本
に

、

三

巻
目

が
足

さ

れ

た
、

と
し

て

き
た

が
、

現
況
で

は
、

二

巻
本
と
三

巻

本
と
の

関
係
は

不

詳

と

す
べ

き
で

あ

る
。

（

原
撰
本
が

き

で

あ
る

。

（
31）
）

二

巻

本
か

ど

う
か

も
不

明
と

す
べ

（

2
）

原
撰
本
の

成
立

時
期

　
そ

れ
で

は
、

原
撰
本
の

成
立

は

何
時

頃
な
の

だ

ろ

う
か
？

。

　

現

存
す
る
三

巻
本
（

十

四

巻
本
巻
一

・

二

・

三
）

が

あ

る

程
度

、

原
撰

本
を

継
承

し

て

い

る

と

想
定
し

て

論
を
進

め

る
。

そ
の

論
拠
は
、

『

覚
禅
抄
』

に

引
用

さ

れ

た

『

霊

験
記
』

と
、

十
四

巻
本
巻
二

第
十

二

話
の

記
述
と

が

類
似
し

て

い

る
こ

と

で

あ

る

（

前
述
）

。

・

「

地

蔵
の

引
導
先
」

か

ら
、

成
立

年
代
を

考
察
し

た

い
。

三

巻
本
を

見

る
と

、

地
蔵
が

西

方

浄
土
へ

引
導
す
る

話
も
あ
る
一

方
、

（

兜
率
）

天
へ

引
導
す
る

話
が

あ

る
。

注
目
す
べ

き

は
、

浄
土
と

天
と
が

”

並

存
”

し

た
記
述
が

あ

る

こ

と

で

あ

る
。

　
　

其

後
、

尼

公

ノ

夢
二

、

大
徳
悦
テ

日

ク
、

「

此
善

カ
ニ

ヨ

リ

テ
、

　
　

彼
ノ

苦
界
ヲ

出
テ
、

天
上
二

生
ヲ

得
タ

リ
。

伏
シ

テ

願
ク
ハ

、

　
　

追

善
ノ

カ
ニ

ヨ

リ
テ
、

西
方
ノ

浄
刹
二

望
ミ
ア

リ
」

ト
ゾ

申
モ

　
　

果
ヌ
ニ

、

夢
覚
ニ

ケ

リ
。

（

巻
一

第
九

話
）

以

上
の

記
述
は

、

天

よ

り

も
西

方
浄
土
を
上

に

位
置
付
け
て

い

る
。

と

こ

ろ

が
、

以

下
の

記
述
と

な
る

と、

兜
率
天

と
浄
土
と
を
「

混
同
」

し

て

い

る
と

し
か

言
い

様
が
な
い

。

　
　

其
ノ

結
願
ノ

夜
夢
ミ

ラ

ク
、

「

彼
ノ

善
二

酬
テ
、

今、

地
蔵
薩
墟

五

五
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ト
等
ク

、

都
率
ノ

供
奉
ス

ル

モ

ノ

ナ

リ
」

ト

観
喜
ノ

容

顔
正

シ

　

　
ク
シ

テ
、

光
ヲ

放
テ

天

上
シ

給
ト
思
ヘ

バ

覚
ヌ

。

弥
々

倍
増
法

　

　
楽
ノ

法
施
ヲ

奉
ジ、

自

他
倶
往
生

楽
邦
ノ

修
行
ヲ

成
シ

ケ
ル

。

　

　
　
（

巻
二

第
十
六

話）

ま

た
、

巻
三

第
六

話
に
於
て

、

主
人
公

之
春
は、

母
の

往
生

極
楽
を

願
っ

て

い

る
が
、

母
は、

兜
率
天
へ

引
導
さ
れ
て

い

る
。

　

　
「

何

ナ
ル

追

善
ヲ

モ

為
テ

、

母
ノ

孝
養
ニ

セ

ン
一

ト

テ
、

（

略
）

門

上

　

　
品
蓮
台
二

縁
ヲ

結
ビ

、

五

障
三

従
ノ

苦
ヲ

離
テ

無
垢

成
仏
シ

玉

　

　
へ

」

ト
、

一

心
二

祈
玉

イ

ケ
ル

。

（

略
）

彼
ノ

功

徳
ニ

ヨ

リ
テ

都

　

　
史
多
天
二

生
レ

タ

リ

ト
、

之

春

ノ

夢
二

見
へ

玉

イ

ケ
ル

ト

ナ

ン
。

　

平
安
中
期
頃
ま
で

、

兜
率
天
と
西

方

浄
土
と

は

混
同

さ
れ
て

い

た

が
、

院
政
期
以
降
峻
別

さ

れ
る

よ
う
に

な
り

、

鎌
倉
時

代
以
降、

姦

方
浄
土
が
一

般

化
し

て
い

っ

た
、

と

言

わ
れ

る（
 ）

。

鎌
倉
時
代
の

地

蔵
説
謡
を

見
て

も、

天

と

西
方
浄
土

と

を

混
同
し

て
い

る

話
は
見
当

た

ら
な
い（
33）
。

と

す
る

と、
一．一

巻
本
の

、

天
と

西
方
浄
土

と
が

併
存

・

混
同

し

て

い

る

記
述

蓼

は
、

院
政

期
に

は

成
立
し

て

い

た

原
撰
本

の

記

述
を

引
き

継
い

で
い

る

と
考
え

ら

れ

る
。

　

特
に

留

意
す
べ

き
は
、

巻
二

第
十
六

話
で

あ

る
。

同
話
の

舞
台
は

立

山

で

あ
る
が

、

立
山

は
、

鎌
倉
時
代
以
降、

阿
弥
陀
信
輝
と
の

関

わ
り

が

深
く
な
り
、

繭

北
朝
時

代
に

は

阿
弥
陀
を

立

山
権
現
の

本
地

と
す
る

に

至

る
35）

。

そ

の

立

由

を

舞
台
と

し

た

兜
率
天

上

生
の

記
述

は
、

少

な

く
と

も
院
敢
期
の

も
の

と

考
え

ら

れ

る
の

で

あ
る

。

岡
様

の

こ

と

は
、

同
じ

く

立

山
を

舞
台
と

す
る

巻
三

第
三

話
に

関
し

て

も

五

六

言
え

る
。

　
　
彼
ノ

化
菩
薩

、

手
ヲ

合
セ

雲
二

乗
、

地

蔵

ノ

御
影
二

随
イ

奉
ジ、

　
　

皆
天

宮
二

飛

登

テ

去
ヌ

。

（

略
）

火
中
二

見
ヘ

シ

講
衆
モ

、

諸
共

　
　
二

天
上
ス

ル

ト

見

ケ
レ

バ
、

歓
喜
ノ

涙
二

夢
覚
ニ

ケ

ジ
。

　
「

サ

　
　
テ
ハ

、

講

演
皿

結
ノ

衆
ヲ
バ

、

諸
天
モ

加

護
シ

済
度
シ

玉

フ

ヨ
漏

　
　
ト

思
テ

、

（

略）

　

そ

れ

で

は

『

今
昔
』

巻
十

七
の

地
蔵
説
話
と

の

前
後
関
係
は

ど

う

考
え

る
べ

き
な
の

だ

ろ

う
か

？
。

確
認
す
べ

き
こ

と

は
、

三

巻
本
に

は

天
へ

引
導
す

る

話
が

あ

る

に

対
し
、

『

今
昔
』

の

地

蔵
説
話
に

は
、

天
へ

引
導
す
る

説
話
が

な

く
、

い

ず
れ
も
西
方
浄
土
へ

引
導
し

て

い

る

こ

と

で

あ

る（
讐

。

と
い

う
の

も
、

地

蔵
は

、

そ

も
そ

も
経
典
に

於

て
、

衆
生

を
天
へ

引
導
す
る

存
在
で

あ
り（
鬱

、

日

本
の

地
蔵
説
話
に

影
響
を

与

え

た
『

地

蔵
菩
薩
応

験
記
』

（

宋

代
成
立
）

に

も
天
へ

引
導

す
る

話
が

多
数
あ
る〔
詔）

か

ら

で

あ

る
。

　

特
に

注
目
す
べ

き
は、

三

巻
本
巻
一

第
九

話

で

は
、

一

旦
、

昇
天

し

て

い

る

に

対
し
、

『

今
昔
』

の

類
話
（

第
三
一

話
）

で

は

そ

う
し

た

記

述
が

な
い

こ

と
で

あ
る

。

　

　
尼
ノ

夢
二

、

故
祥
蓮
喜
タ

ル

気
色
ニ

シ

テ
、

（

略
）

尼
二

告
テ

目

　

　
ク

、

「

汝
ガ

薺
根
ノ

カ
エ

依
テ

、

我
レ

罪
ヲ

遁
レ

テ
、

只

今
、

法

　

　
花
経
地
蔵

菩
薩
ノ

助
ヲ

蒙
テ

、

浄
土
二

参

ヌ
」

ト

告
グ
、

ト
見

　

　
テ

、

夢
覚
ヌ

。

速
水

侑
は

、

以

下
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。
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「

今
昔
物
語
」

収
録
の

弥
勒
上

生

信
仰
説
話
に

つ

い

て

み
る

と、

　
　
「

日

本
霊

異
記」
「

法
華
験
記
」

か

ら
の

引
用
が

大

部
分
で
、

「

法

　
　

華
験

記
」

編
述

（

一

〇
四

〇
）

以
後
形
成
さ
れ
た

可
能
性
あ
る

　
　
弥
勒

信
仰
説
話
は

ほ

と
ん

ど
認
め

ら
れ
ぬ

。

（

略
）

「

法

華
験
記
」

　
　
が

完
成
し

た

長
久
年
間
以

後
、

「

今

昔
物

語
」

が

編
さ
れ
た

嘉
承

　
　

年
間
ま

で

の

六

十
余
年
間

、

民

間
で

は
、

弥
勒
上
生
説

話
の

あ

　
　
ら

た

な
形
成
と
流
布
が

ほ

と
ん

ど

行
わ

れ

な
か

っ

た
こ

と

を、

　
　
示

し

て

い

る
の

で

は

あ

る

ま
い

か
。

（
39）

と

す
る
と
、

兜
率
天

上

生

説
話
を

含
ん

で

い

た

で

あ

ろ

う
原
撰
本
は
、

『

今
昔
』

よ
り

前
に

成
立

し

た

と

考
え

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

ま
た

、

こ

れ
ま
で

、

原
撰
本
の

成
立

は
、

巻
一

第
一

話
に

於

け
る

編
者
実

睿

の

記
述

か

ら
、

十
一

世
紀
前

半
と

考
え

ら
れ

て

き

た

が
、

『

法
華
験

記
』

と

同

時

代
と
い

う
点
か

ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う

。

（
3
）
『

今
昔
』

の

地

蔵
説
話
と
の

関
係

−
三

巻
本
に

類
話
が

あ
る

話

　
こ

れ

ま

で

の

通
説
で

は
、

『

今
昔
』

巻

十
七

の

地

蔵

説
話
の

出
典
に

、

続
従
本
の

基
と
な
っ

た
、

散

逸
原
撰
本
を

想
定
し

て

き

た
。

そ

の

論

拠
と

し

て
、

『

今
昔
』

巻

十
七

に
、

〈

『

覚
禅
抄
』

に

引
用
さ

れ
た
〉

原

撰
本
を
書
き

下
し

た

と

判
断

さ

れ
る

箇
所
が

あ
る
か

ら

で

あ

る
。

以

下
引
用
す
る
の

で
、

先
に

挙
げ

た

『

覚
禅
抄
』

の

該
当
箇
所
と
読
み

比
べ

て

ほ

し
い

。

　

　
一

人
ハ

手
二

香
炉
ヲ

捧
タ

リ
。

一

人
ハ

掌
ヲ

合
セ

タ

リ
。

一

人

　

　
ハ

宝
珠

ヲ

持
タ
リ

。

一

人
ハ

錫

杖
ヲ

執
レ

リ
。

一

人
ハ

花

筥
ヲ

実

睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』

再
考
（

清
水
邦
彦
）

　
　
持
タ

リ。

一

人
ハ

念
珠
ヲ

持
タ

リ
。

其
ノ

中

『

香
炉
ヲ

持
給

　
　
ヘ

ル

小

僧
（

略
）

（

第
二
一
二

話
）

　
通

説
で

は、

続
従
本
二

巻
全
二

五

話
が

、

原

撰
本
二

巻
全
二

四

話

を

凡

そ

継
承
し

て
い

る

と

考
え

、

そ
の

上

で
、

続
従
本
と

『

今
昔
』

と

で

類
似
す
る

話
に
つ

い

て

は
、

原
撰
本

を

『

今
昔
』

の

出
典
と
し

て

き

た
の

で

あ

る
。

以
下

、

対
照
を
示

す
。

『

A
マ

昔
』

巻

十
七

第
一

話

ー

　
　
　

　
　
　

第
二

話

−

　
　
　

　
　
　

第
五

話

−

　
　
　

　
　
　

第
八

話

−

　
　
　

　
　
　

第
十
話

−

　
　
　

　
　
　

第
十
二

話

−

　
　
　

　
　
　

第
十

四

話

　
　
　

　
　
　

第
十
五

話

　
　
　

　
　
　

第
十
六

話
−

　
　
　

　
　
　

第
十
七

話

ー

　
　
　

　
　
　

第
十
八

話

−

　
　
　

　
　
　

第
二
一

話

　
　
　

　
　
　

第
二

二

話

−

　
　
　

　
　
　

第
二

三

話

ー

　
　
　

　
　
　

第
二

五

話

−

　
　
　

　
　
　

第
三
一

話

−

　
　
　

　
　
　

第
三

二

話

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 巻

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 本
巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 簍 第 第
六 九 四 十 九

一
人 十 八 十 十

一 七 七 ＿ 五 三

言舌　言舌　言舌　二　言舌　言舌　言舌　⊇　言舌　
一
　言舌　言舌　言舌　言舌　言舌　言舌　言舌

　 　 　 　 　 　 　 　 　 話　 　 　 話　 　 　 　 　 　 　 話

五

七
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高
達

に

従
え

ば
、

続
従
本
が

二

巻
全

二

工

話
な
の

は
、

巻
三

が

欠

落
し

た

か

ら

に

過
ぎ
ず

、

原
撰
本
を
継
承
し

て
い

る

訳
で

は

な
い

。

従
っ

て
、

〈

続
従
本
の

底
本
で

あ

る
V

三

巻
本
と

『

今
昔
』

と
類
似
す

る

話
が

原
撰
本
を

出
典
と

す

る

か

ど

う
か

は

再
考
す
べ

き
で

あ
る

。

　
但
し

、

原
撰
本
以

外

に
、

『

今
昔
』

に

先
行
す
る

と

想
定

さ
れ
る

地

蔵
説
話

集
−
散

逸
史
料
も

含
め

ー
は

確
認
さ
れ

な
い
（
醤

。

従
っ

て
、

現
時
点
で

は
、

三

巻
本
と

類

似
す
る

も
の

に
つ

い

て

は
、

出
典
の

第

一

候
補
と
し

て

原

撰
本
を

想
定
す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

し

か

し
、

後
述

の

通
り

、

別

史
料
が

出
典
で

あ
っ

た

可

能
性
は

残
る

。

（

4
）
『

今
昔
』

の

地

蔵
説
話
と
の

関

係

　
三

巻
本
に

類
話
の

な
い

話

　

問
題

は
、

三

巻
本
に

類
話
の

な
い

話
で

あ

る
。

こ

れ
ら
の

話
の

類

話
が

十

四

巻
本
の

良

観

続
編
箇
所
に

あ

り
、

特
に

巻
六

に

多
い

。

以

下
、

対

照
を

示

す
、

　
　

『

今

昔
』

巻
十
七

第
二

話

　
十
四

巻
本
巻
六

第
十
一

話

第
四

話

−

第
六

話

ー

第
七

話

ー

第
九

話

第
十
一

話

第
十
三

話
−

第
十
九

話
ー

第
二

十
話
1

巻
六

第
十
二

話

巻
六

第
十
七

話

巻
六

第
二
一

話

巻
六

第
十

話

巻
六

第
九

話

巻
六
伸

男

十一
二

話

巻
六

第
五

話

類
話

無
し

第
二

四

話

−

第
二

六

話

ー

第
二

七

話

−

第
二

八

話

−

第
二

九

話
−

第
三

十
話
1

五

八

　

良
観
続
編
箇
所
に

類
話
が

あ
る

話
に
つ

い

て
、

典

文

学
全

集
』

で

も

岩
波

書

店
『

新
日

本
古

典
文

学
大

系
』

で

も

「

出

典
は
『

散

佚
原
地
蔵
菩
薩
霊

験
記
』

か
」

と
い

っ

た

表

現
と
取
っ

て
い

る
。

（

第
二

十
話
は
、

両

書
と

も
「

典
拠
（

出
典
）

未

詳
」

と

し
、

第
三

十

話
は

、

『

日

本
古
典
文
学
全
集
』

で

は

「

典
拠
は

未
詳
」

、

『

新

日

本
古
典
文
学
大
系
』

で

は
、

「

出
典
は

散
逸
地

蔵

菩
薩
霊

験
記
」

と

し

て

い

る
。

）

　
こ

う
し

た

注
釈
の

背
景
に

は
、

原
撰
本
は

全
三

巻
で

、

続
従
本
に

収
録
さ

れ
な
か
っ

た

幻
の

下

巻
が

十
四

巻
本
（

特
に

巻
六
）

に

吸
収

さ

れ

た

と

す
る

説

が

あ

る（
巴
。

　
し

か

し
、

高

達
に

よ
っ

て
、

幻
の

下
巻

は
、

十

四

巻

本
巻
二

で

あ
っ

た
こ

と

が

判

明

し

た
。

従
っ

て
、

良
観
続
編
箇
所
と
の

類
話
の

出

典
を

安
易
に

原

撰
本
に

求
め
る
べ

き
で

は

な

い
。

　
だ
が

、

和
文

体
三

巻
本
へ

の

改

編
・

或
い

は

書
写

の

際、

原
撰
本

か

ら

欠

落
し

た

話
が

存

在
す
る

可

能

性

も
あ

る
。

前
述

の

如
く

、

『

今
昔
』

の

地
蔵
説
話
の

出
典
と

な

る

可

能
性
の

あ
る

説
話
集
は

、

巻
九

第
一

話

巻
四

第
四

話

巻
六

第
四

話

巻
六
牌

男

十
⊥

ハ

話

巻
十
四

第
八

話

巻
十
四

第
七

話
＊

但
し

、

　

別

話

と

す
べ

き

　

　
小

学
館
『

日

本
古
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現

状
で

は

原
撰
本
の

み
で

あ
る

。

原
撰
本
の

形
態

が

不

明
な
以
上

、

従
来
「

出

典
未
詳
」

と
さ
れ
て

き
た

第
二

十

話
も
含
め

、

三

巻
本
に

類
話
の

な
い

話
の

出

典
が

原
撰
本
で

あ
っ

た

可
能
性
も
十
分
残
っ

て

い

る
。

　
と

同
時

に、

仮
に

三

巻

本
が

十
四

巻

本
に

内
包
さ

れ
な
け
れ

ば
、

実
睿
編
『

霊
験
記
』

が

書
名
の

み
伝
わ

る

幻
の

書
と

な
っ

た
可
能
性

が

高
い

。

従
っ

て
、

『

今
昔
』

が
、

今
日

に

伝
わ
ら

な
い

史
料
を
出
典

と

し

て

い

る

可

能
性
も
多
分
に

あ
る

。

前
述
の

如
く

”

地
蔵

菩
薩
霊

験
記
”

と
い

う

名
称
は

普
通
名
詞
で

あ
る

た

め
、

仮
に

別

史

料
を
出

典
と

し

て

い

た

な
ら
ば、

そ

れ

は

実

睿
編
と

は

別
の

『

地

蔵
菩
薩
霊

験

記
』

だ
っ

た

か

も
し

れ

な
い

。

結
び

　
以
上

を

踏
ま
え

る

と
、

実
睿
編
『

地
蔵
菩

薩
霊
験
記
』

に

関
す
る

通
説
を

改
め

、

以
下

の

よ

う
に

説
明
す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

1
，

実

睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊

験
記
』

が

最
初
に

確
認

で

き

る
の

は
、

　
『

覚
禅
抄
』

（

鎌
倉
中
期
頃
成
立
）

だ
が

、

〈

現
存
す

る
、

改
編
を

　

受
け

た

V
十
四

巻

本
内
包
三

巻
本
（

↓
続
従
本
）

の

記
述
か

ら
、

　

原
撰
本
は、

十
一

世
紀
前
半

に

成
立
し

て

い

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　

ゆ
え

に
、

こ

れ

ま
で

の

通
説
通
り

、

『

今
昔
』

巻
十
七

の

出
典
と

し

　
て
、

原
撰
本
が

想
定
さ
れ

る
。

（

但
し

、

三

巻
本
と

類
話
が

な
い

話

　

も
あ
る
の

で
、

現
状
で

は

確
認
さ

れ
な
い

史

料
を

出
典
と
し

て

い

　

た
可

能
性

も
残
る

。

）

実

睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊

験
記
』

再
考
（

清
水
邦
彦
）

　
　
ま

た
、

『

覚
禅
抄
』

に

於

け

る

引
用
か

ら
、

原
撰
本
は

漢
文
体
で

　
あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

2
．

観
智
院
本
『

地

蔵
菩
薩
霊

験
絵
詞
』

か

ら
、

室

町

時
代
に

は
、

　
二

巻
全
二

四

話
の

形

態
で

あ
っ

た

と

確
認

さ
れ

る
。

3
．

坂

井
衡
平
の

記
述
か

ら、

室

町

後
期
に

は
、

三

巻

本
が

成
立

し

　
て

い

た

と

考
え

ら

れ

る
。

こ

の

三

巻
本
に

増

補
す
る

形
で
、

任
鑁

　
編
・

良
観
編
等
の

『

霊
験
記
』

が

成
立

し

た
。

三

巻
本
は
、

も
と

　
よ

り

和
文
体
で

あ
っ

た

と
考
え

ら
れ

る
。

4
．

三

巻
本
を

底

本

と

し

て
、

続
群
書
類
従
本
が

編
纂
さ

れ
、

そ
の

　
際、

上
・

中
・

下
巻
に

巻

名
が

変
更

さ

れ

る

予

定
で

あ
っ

た
。

但

　
し

、

編
纂
の

過
程
で
、

巻
三

が

欠
落
し

て

し

ま
っ

た
た
め

、

上
．

　

中
巻
と
い

う
変
則
的
二

巻

本
と

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

　
　
こ

れ

ま
で

の

通
説
で

は
、

続
従
本
を
内
包
・

増

補
す
る

形
で

十

　
四

巻
本
が

成
立

し

た

と

さ

れ
て

き
た

が
、

高
達
に

よ

る

底

本
の

検

　

討
結
果
か

ら

通

説
は

否

定
さ
れ

る
。

試
み

に

図
式

化
す
る

と
、

以

下
の

よ

う
に

な

る
（
42）

。

灘

繍
鱈

壕

轡

曝
餮

雌
淋

五

九
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室

町

時
代
に

於
け
る

「

二

巻
全
二

四

話
」

の

形
態
は

、

原
撰
本
と
も、

三

巻
本
と
も

関
係
が

不

明

な

た

め
（

前
述
）

、

こ

の

図
式
か

ら

は
省
略

せ

ざ
る

を
え
な
か

っ

た
。

（
1

）

（

2
）

（

3
）

（

4
）

（
5

）

（
6

）

（
7

）

巻
十
七

全
五

十

話
の

う

ち、

地

蔵
説
話
は

、

第
一

話
か

ら
第
三

二

話

ま
で

。

ま

た、

こ

れ

以
外

に、

『

今

昔
』

に

は、

地

蔵
が

登

場

す
る

説

話
が
二

話
あ
る

（
巻
六

第
三

三

話
・

巻
十
三

第
十
五

話
∀

。

厳
密
に

は
、

巻
一

・

二

の

冒
頭
に

は
「

三

井
寺
上

座
実
睿
編

集
」

と

あ
る

に

対
し
、

巻
モ

の

冒
頭
に

は
「

三

井
寺

　
実

叡
撰
」

と

あ

る
。

後
述
（

註
31
）

の

よ
う
に
、

巻
「
の

成
立

に

は、

留
意
す
べ

き
点
も
あ
る
た

め
、

単
な
る

表
記
の

違
い

と

看
過
す
べ

き
で

は
な

い

が
、

本
稿
で

は

闘
題
を

指
摘
す
る

に
留
め

る
。

安
藤
直
太
朗
「

今
昔
物
語

集
・

巻
十
七
・

出
典
考
」

（
『

国
語
・

国

文
』

一

九

巻
一

号
一

九

五

〇
年
）

・

冒

本
古
典

文
学
大

系
『

沙
石

集
』

渡
辺
綱
也
筆
・

補
注
八
六

鶴
見
充
展
「

翻
刻
『

延
命
地

蔵
菩

薩
経
和
談
鈔
』

（
一

ご

（

『

東
洋

大
学
大
学
院
紀
要
』

第
二

二

号
一

九

八

六

年）

一

六
一

頁

大

谷
大

学
騒

書

館

本
よ

り

引
燉

。

渡

浩
｝

の

指
摘
に

ょ

る
。

渡

「

一

四

巻
本
『

地

蔵

菩
薩
霊

験
記
』

解
説
」

　
（

榎
本

千

賀
・

他
編

『

一

四

巻
本
地
蔵

菩
薩
霊

験
記
（

下
）

』

二

〇

C
三

年
　
三

弥
井
書

店）

三

五
一

〜
三

玉
二

頁

栃

木
県
郷
±

文
学

研
究
会

翻
刻
（

『

国
語

ー
教
育
と

研

究
1

』

一

四

号
　
一

九

七

四

年
）

三

三

頁
上

段

黐
稿
「
地
蔵
の

名

字
・

再
考」

（

『

北
陸
宗

教
文

化
』

第
一

二

号

六

〇

　
　

二

〇
〇
〇

年
）

ハ

8
＞

巻

十
三

第
二

話
の

末
尾
に
は

、

「

其
ノ

六

所
ハ

人
々

存
知

ノ

ニ

ト

　
　

ナ
レ

バ
、

記
ス

ニ

ヲ

ヨ

ビ

侍
ズ

。

」

と

あ

る
。

京
の

六

地

蔵

巡

り

は

　
　
一

旦

戦
国
時
代
に

廃
れ、

現
代
に

続
く
も
の

は

江
戸
時

代
前
期
に

　
　

始

ま
っ

た
と

さ
れ
る

。

真
鍋
広

済
『

地

蔵
菩

薩
の

醗

究
』

（

一

九

　
　

六

〇
年

　
三

密
堂
書
店）

四
二

頁
・

森
成
元

「

近
世
の

地

蔵
信
抑

　
　

−
特
に

京
・

大
坂
を

申
心

と
し

て

i
」

（

『

尋

源
』

三

四

号

　
一

九

　
　

八

三

年、

真
野

俊

和
編
『

講
座

　
日

本
の

巡

礼
　
第
一

巻

本
尊
巡

　
　

礼
』

】

九

九

六

年

　
雄
山

閣

再
録）

（
9
）

渡
は、

卜
四

巻
本

巻
三

の

奥

書
に、

「
良

観
上
入

続
之
撰

霊
験
記
」

　
　

と
あ
る
こ

と

か

ら
、

良
観
は

続
編

部
分
の

編
者
に

過
ぎ
ず

、

十
四

　
　

巻
本
そ
の

も
の

は
、

別
人
の

再
編
と

考
え

る
べ

き

と

す
る

説
を

唱

　
　

え
た

。

二

四

巻

本
『

地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』

解
説」

（

前
掲）

三

五幽

　
　

二

〜
三

五

三

頁
・

後
述
の

よ

う
に

、

別
形
態
の

良
観
続
編
の

存
在

　
　

が

示

唆
さ
れ

る
ゆ
え
、

首

肯
す
べ

き
見
解
で

あ
る

。

（
10
）

真
鍋
「

「

地
蔵
菩
薩
霊
験
記」

に

就
い

て
」

（

古
典
文
庫
『

三

国
因

　
　

縁
地

蔵
菩
薩
霊
験
記
（

1
）
』

解
説
　
一

九

六

四
年）

二

六

頁

（
11
）

慶
応

義
塾
大

学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『

江

戸

時

代

書
林
出

版

　
　

書
籍
闘
録
集
成
』

第
〜

巻
（

一

九

六

二

年

　
井
上

書
房
）

二

四
一

　
　

頁

第
三

段

（

12
）

『

大
日

本
仏
教
全

書
』

九

六

巻
二

二

頁
申
段

（

13
）

真

鍋
「

「

地
蔵
菩
薩
霊
験
訂
」

に

就
い

て
」

（
前
掲
）

二

七
〜一
一
八

　
　

頁

（

14
）

大

谷
大
学
図
書
館
本
よ

り

引
用

。

（

15
＞

岩

城

隆
利

編
『

増
補
死

興
寺
編
年
史

料

中
巻
』

2

九

八
三

年
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吉
川
弘
文
館
）

に

収

め

ら
れ

る

「

萬
杯
供

養
奉
加

結
縁
交
名
状」

　
　
（

文

永
五

年
）

に

は
、

「
良

弁
」

の

名
が
あ
る

（

九

三

頁
）

が
、

本

　
　

稿
で

い

う
良

弁
と

同
一

人
物
と

す

る

に

は

時
期
的
に

早
い

と
思
わ

　
　

れ
る

。

（
16
）

真
鍋
「
「
地
蔵

菩
薩
霊
験
記
」

に

就
い

て
」

（
前
掲）

二

六

頁

（
17
）

『

真
言
宗

安
心

全
書
巻
下
』

（
一

九
一

四

年

　
六

大
新
報

社）

七

二

　
　

八
頁

（
18
）

『

大
和
文

化
研
究
』

（
一

〇
一

号

　
一

九

六

六

年
）

に

所
収、

梅
津

　
　

次

郎
『

絵
巻

物

叢
考
』

（
一

九

六

八

年
　
中
央
公

論

美
術
出

版
）

　
　

に

再

録
。

（
19
）

東

京

都
庁
生

涯
学

習
部

文

化
課

編
『
『

寛
永
寺

及
び

子
院
所
蔵
文

　
　

化
財
総
合
調
査

報
告
（
上）
』

（

一

九

九
九

年）

二

〇

七

頁

（
20
）

真

鍋
広

済
『

地

蔵
菩
薩
の

研

究
』

（
一

九

六

〇
年
　
三

密
堂

書
店
）

　
　
一

六

〇
〜
一

六
一

頁

（

21
）

大
谷
大
学
図

書
館
本
よ

り

引
用

。

渡
浩
一

の

指
摘
に

よ
る。

渡
二

　
　

四

巻

本
『

地

蔵

菩
薩
霊

験
記
』

解
説
」

（

前
掲
）

三

五

八

〜
三

五

　
　

九

頁

（

22
）

若
月
保

治
『

古
浄
瑠
璃
の

研
究
』

第
四

巻
（

一

九

四

四

年

　
桜
井

　
　

書
店
）

九
一

一

〜
九

＝
二

頁

（
器
）

『

近

世
書
目
集
』

（
一

九

八
九

年

　
日

本
古
典
文

学
会
）

一

五

九

頁

（
別
）

真
鍋
「
「

地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」

に

就
い

て
」

（
前

掲
）

（
肪
）

高
達

二

四

巻

本
地

蔵
菩
薩
霊

験

記

解
説
」

（

榎
本

千
賀
．

他

編

　
　
『
一

四

巻
本
地
蔵

菩
薩
霊
験
記

（
下
）

』

二

〇
〇

三

年
　
三

弥

井
書

　
　

店
）

三

六

七

〜
三

八
一

頁

（

％
）

高

達

二

四

巻

本
地

蔵
菩
薩
霊

験
記

解
説
」

（

前

掲
）

三

七

八

〜

実
睿

編
『

地

蔵

菩
薩
霊
験
記
』

再
考
（

清
水
邦
彦
）

（

27
）

蒭
）

（

29
）

（

30
）

（

31
）

（
32
）

三

七
九

頁

高
達
「

一

四

巻
本
地

蔵

菩
薩
霊

験

記
解
説
」

（
前

掲）

三

六

九

〜

三

七

〇
頁
・

但
し
、

周
知
の

通
り
、

群
書
類
従
に

は
欠
巻
が

多
い

の

で
、

も
と
も
と

無
か
っ

た

可
能
性
も
否
定
で

き
な
い

。

し
か

し
、

目
録
上

と

は
云
え
、

古
く
は

三

巻
本
と
認
識
さ
れ
て

い

た
こ

と

は

留
意
す
べ

き
で

あ
ろ
う
。

『

日

本
仏

教
史

辞
典
』

で
、

原
撰

本
を
「

上
・

下

巻」

と
し

て

い

た
の

は、

こ

の

史

料
に

よ

る
。

し

か

し
、

「

二

巻
」

と

し

か

記
さ

れ
て
い

な
い

以
上
、

巻

名
が

「

上
・

下
」

で

あ
っ

た
か

は

不

明

で

あ
る

。

既
に

渡
浩
一

の

指
摘
が

あ
る

。

渡

二

四
巻

本
地
蔵

菩
薩
霊

験
記

解
説
」

（

前
掲）

三

五

九

頁

真
鍋
「
三

井
寺

上

座

実

睿
編
集
「

地

蔵

菩
薩
霊

験

記
」

再

攷
」

（

『

龍
谷
大
学
論
集
』

三
五

二

号
　
一

九
五

六

年
）

但
し
、

巻
三

に

追
加

部
分
が

多
い

こ

と

は

認
め

ら

れ

る
。

そ
の

主

な
根
拠

は、

巻
三

に

は
、

『

今
昔
』

の

地

蔵
説

話
と
の

類
話
が

な

い

こ

と
（
本
文

後
述
∀

、

巻
三

に

は、

「

検
断
」

（

第
四

話）
・

「

和

利
」

（
第
五

話）

と
い

っ

た
中
世
用
語
が

話
の

中
に

散
見
す
る
こ

と、

の

2
点
で

あ
る

。

註
（

2
）

で

指
摘
し

た

表
記
の

問
題
も

気
に

な

る
。

但

し
、

本
文
で

も
述
べ

た

通
り
、

巻
三

に
は

古
い

表
現
も
あ

り
、

単
純
に

巻
三

が

増
補
さ

れ
た
と

は

言
え

な
い

。

平
岡
定
海
『

日

本

弥
勒

浄
土

思
想

展
開
史
の

研
究
』

（
一

九

七

七

年
　
大

蔵

出
版
）

　一

三

〇

頁
・

速
水
侑
『

弥
勒

信
仰
』

（

一

九

七

一

年

評
論
社
）

一

〇
七

〜

＝
ハ

ニ

頁
・

荒
川
紘
『

日

本
人
の

宇

宙
観
』

（

二

〇
〇
一

年
　
紀
伊
国
屋

書
店
∀

一

二

二

頁

亠

登
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（

33
）

（

訓
）

（

35
）

（

36
）

管
見
に

及
ん

だ

も
の

と
し

て
、

『

宇
治
拾

遺
物
語
』

巻
一

第
卜
六

話
・

『

古
事
談
』

巻
三

第
三

二

話
・

『

発
心

集
』

巻
三

第
六

話
・

『

私

聚

百

因

縁
集
』

巻
五

第
卜

＝ ．

話
・

『

撰
集
抄
』

巻
九

第
三

話
・

『

元

亨
釈
書
』

巻
九

第
十
五

話
・

第
二

二

話
・

巻
十
七

第
三

二

話
・

巻

十
八

第

十
一

話
が
挙
げ
ら

れ

る
。

　
『 ．
兀

亨
釈
書
』

巻
九

第
十
五

話

を

除
き
、

い

ず
れ

も

西

方

浄
土
へ

引

導
し

て

い

る
。

（

『

元

亨
釈

書
』

巻
九

第
十

五

話

は
「

天

上
」

へ

引

導
）

・

な
お

、

地

蔵

説
話

収
集
に

当
た
っ

て

は
、

渡
浩
一

「

中
世
地
蔵
説
話
概
観
」

（

『

東
洋

大
学
大
学
院
紀
要
』

二

〇
号

　
一

九

八

四

年）

を
基
と

し
た
。

も
っ

と
も、

こ

う
し

た

記
述
は、

改
編
の

過
程
で

生

じ

た
可
能
性

も
あ

る。

し

か

し
、

浄
土
の

記
述
が

後
か

ら

足
さ
れ

た

と
す
る

と、

そ
の

時
期
は

鎌
倉
時

代
以
降
で

あ
ろ
う
か

ら
、

そ
の

場
合
で

も
原

撰
本
の

成
立

は

院
政
期
を

下
限
と
す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

福
江
充

『

立

山
信

仰
と

立

山
曼
陀

羅
』

（

｝

九

九

八

年

　
岩
田

書

院
）

一

八
二

〜
一

八
三

頁．・

但
し
、

寛
喜
二

年
（

一

二

三

〇
）

在

銘
の

立

山
禅
頂

仏
（
11
立

山

神
像）

は

帝
釈
天
の

姿
で

あ
り、

天

と
の

結
び
つ

き
が

鎌
倉
時
代
に
一

切
消

滅
し

て

し

ま
っ

た

訳
で

は

な
い

。

廣
瀬
誠
『

立

山
黒

部
奥
山
の

歴
史
と

伝
承
』

（
】

九

八
四

年
　
桂

書
房）

五

頁

こ

う
し

た
地
蔵
と

西
方
浄
土
と
の

結
び
つ

き
は、

註
（
認
）

に

あ

る

通

り、

『

応
験
記
』

に

あ

り、

ま

た
、

ス

タ

イ

ン

が

敦
煌
で

発

見
し

た

『

地

蔵
菩

薩
経
』

（
大
正

蔵

第
八

五

巻
）

に

も
見
ら

れ、

口

本
独
特
の

も
の

で

は

な
い

。

こ

の

結
び

つ

き
が

日

本
に

定
着
し

た
一

因
と

し

て
、

良
源
に

よ

る

阿
弥
陀
五

尊
（

11
三

尊
＋

地
蔵
＋

竜

樹）

像
の

安
置
（
於

横
川
常
行
堂）

が

挙
げ
ら

れ

る
。

石

田
一

（

訂
）

（
認
）

六

二

良
『

浄
土

教
美

術
』

（
一

九

九
一

年

　
ぺ

り

か

ん

社）

三

四

〇

〜

三

四

三

頁
・

速

水

侑
『

平

安
貴
族

社
会
と

仏
教
』

（

一

九

七

五

年

　

吉
川

弘

文
館
）

二
一

四

〜
「
一

六

頁
・

な
お、

阿

弥
陀
五

尊
形

式
は

経
軌
に

な
く、

石

田

は
、

「

良
源
が

当
時
の

宋
国
の

新
風
に

な

ら
っ

て

創
め

た

も
の

で

あ
ろ

う」

（

前
同

三

四

〇
頁
）

と

述
べ

て

い

る。

や

や

時
代
は

下

る
が
、

『

応

験
記
』

第
三

十

話
に
こ

の

五

尊

形
の

記
述
が

あ
る
の

で
、

石

田
の

見

解
は

首
肯
さ
れ
る。

今
回、

良
源
関
連
の

史
料
を

幾
つ

か

見

た

と
こ

ろ
、

良
源
が

円
融

院
の

発
願
に

よ
り
六

地
蔵
像
を

造
立

し

た

記
事
が

目

に
止

ま
っ

た
。

（
『

慈
恵
大
僧
正

拾
遺
伝
』）

と

い

う
の

も
こ

れ
が

信
頼
の

於
け
る

記

述
で

あ
る
な

ら
ば、

六

地
蔵
の

最
も
早
い

史
料
と
な
る
か

ら

で

あ

る
。

（

も
と
も

と

六

地

蔵
は

経

軌
に

な

く、

口

本
独

特
の

も
の

と

考
え

ら

れ

て

き
た

。

）

地
蔵
研
究
で

は、

こ

れ
ま
で

良
源
に

つ

い

て

は

重
視
さ
れ

て

こ

な

か
つ

た
。

今
後、

こ

う
し

た

研
究
も
必

要
で

あ
ろ

う
。

『

地

蔵
本
願
経
』

に

は、

「

地

蔵
の

形
像
を
作
り
、

焼
香
し

、

供
養

し
、

礼
拝
し

、

讃
歎
せ

ば
、

是
の

人
の

居
處
に

即
ち

十
種
の

利
益

を

得
ん

。

（
略
）

三

に

は

先
亡

天

に

生

じ
」

（
『

国

訳
一

切

経
』

版

二

四
九

頁）
・
「

若
し

未
来
世

に

善
男
子

、

善
女
子
有
つ

て

地

蔵
の

形
像
を
見、

及

び

此
の

経
を

聞
き

乃

至

読
誦
し
、

香
華、

飲
食

、

衣
服、

珍
宝
を
も
つ

て

布
施
し

、

供
養
し
、

讃
歎
し
、

瞻
礼
せ

ん

も
の

二

十
八
種
の

利
益
を

得
ん

。

（

略
）

十
四

に

は

多
く

は

天

上

に

生

じ
」

（
前
同
二

五

八

頁）

と
あ
る

。

全

三

二

話
の

う
ち、

第
四
・

六
・

十
二
・

十
＝ ．
・

十

五
・

十

九
・

二

十
話
の

計
七

話。

但
し、

西

方

浄
土
へ

引

導
す
る

話

も
あ

る
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40A39
）

（

41
）

（

覗
）

（

第
九
・

十
一

・

十
四
・

二

六

話
）

。

速
水

『

弥
勒
信
仰
』

（

評
論

社
　
一

九
七
一

年
）

＝
二

七

頁

留
意
す
べ

き
は

、

『

宝

物
集
』

巻
四

に

引
用

さ
れ

る

「
地

蔵
の

験

記」

で

あ
る

（

新
目

本

古
典
文

学
大

系
版
一

八

〇

頁
）

。

し

か

し
、

当

該
の

地
蔵
像
（
六

波

羅
蜜
寺
）

と

同
一

と

考
え

ら

れ

る

像
の

霊

験
譚

が

『

今
昔
』

巻

十
七

第
二
一

話
に

あ

る

が
、

ま
っ

た

く

内

容

は

異
な
る

。

従
っ

て、

『

今
昔
』

巻
十
七

の

編
者
は

、

「
地

蔵
の

験

記
」

を
見
て

い

な
か
っ

た

と

推
測
さ

れ
る

。

小
林
剛

「
六

波

羅
蜜

寺
の

地
蔵
菩
薩
立
像
に
つ

い

て
」

（

『

大
和
文
華
』

二

七

号

　一

九

五

人

年）

安
藤
直
太
朗
「

今
昔
物
語
集
・

巻
十
七
・

出
典
考」

（

前
掲）
．

片

寄
正

義
「
地
蔵

菩
薩

霊
験
記
」

（

『

今
昔
物
語

集
の

研
究
下
』

一

九

七

四

年

　
藝
林

舎
）

・

真
鍋
「

『

今

昔
物
語
』

と
『

地

蔵
霊
験
記
』
」

（
『

文

学
・

語

学
』

七

号
　
一

九

五

八

年
）

・

但
し
、

後
に

真

鍋
は

こ

の

考
え

を

改
め

、

原
撰
本
を
二

巻
全
二

四

話
と

し

（
註
困
）

、

こ

れ
が

本

稿
で

言
う
通

説
の

基
と
な
る

。

念
の

た
め

、

確
認
し

て

お

く
と、

本
稿
の

ま
と

め
・

図

式
は

、

高

達
の

発

見
（

十
四

巻
本
内
包
三

巻

↓
書
陵
部
本
11
続
従
本
）

を
起

点
に

、

清
水
が

通
説
の

訂
正

を
試

み
た

も
の

で

あ

る
。

従
っ

て
、

そ
の

責
任
は

清
水
に
あ
る

。

＊

史
料
の

引
用

に

あ
た

り、

論

旨
に

差
し

障
り
の

無
い

範
囲
で

異
体
字
・

　
旧
字
を
直
し

た
箇
所
が

あ
る

。

〈

V

内

は、

原
文
割
註

。

＊

十
四

巻
本
（

『

三

国
因
縁
地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』）

に
つ

い

て

は
、

榎
本
千

　
賀
・

他

編
『

一

四

巻

本

地

蔵
菩
薩

霊

験

記
（
上
）

・
（

下）
』

（
二

〇

〇

実
睿
編
『

地

蔵
菩
薩
霊

験
記
』

再

考
（

清
水
邦
彦
）

　
二
・

二

〇

〇

三

年

　
三

弥

井
書
店）

よ

り

引
用

。

ま

た
、

十
四

巻
本
の

　
解
釈
に
つ

い

て

も
同

書
に

頼
る

と

こ

ろ

が

大
き
か
っ

た
。

＊

『

今
昔
物

語
集
』

は

小

学
館
『

日

本
古
典
文
学
全

集
』

を

使
用

。

＊

大
日

本
仏
教
全

書
は

鈴
木
学
術
財
団
版
を
使
用

。

＊

『

慈
恵
大

僧
正

拾
遺
伝
』

は
、

櫛
田

良
洪
が

『

仏
教
史
研
究
』

八

号

　
一

九

七

四

年
に

活

宇
化
し

た

も
の

を
使
用

。

史
料
価
値
に

つ

い

て

は、

　
櫛
田

「

慈

恵
大
師
伝
の

新
資
料
に

つ

い

て
」

（
『

印
度
学
仏
教
学
研
究
』

　
十
四

　
二
、

一

九

六

六

年）

参
照

【

キ
ー
ワ

ー
ド
】

地
蔵

菩
薩
霊
験
記

、

実

睿、

任
鑁

、

　
　
　

　
　
　

三

国
因

縁
地
蔵

菩
薩
霊

験
記、

群
書
類
従

六

三
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